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典

成
佛
を
究
極
の
理
想
と
す
る
佛
敬
に
於
い
て
は
、
人
間
の
問
題
は
特

に
重
要
な
意
義
を
有
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
今
、

こ
こ
に
、
傳
敬

大
師
の
機
類
観
の
特
質
に
關
し
て
、
新
た
な

一
覗
鮎
か
ら
の
考
察
を
加

え
て
み
た
い
。二

傳
教
大
師
の
思
想
、
敏
學

の
研
究
に
際
し
て
、
特
に
注
目
す
べ
き
事

實
は
、
そ

の
機
根
重
視

の
態
度
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
例
え
ば
、
顯
戒
論

巻
上
の
開
示
大
日
本
國
先
大
乗
寺
後
兼
行
寺
明
櫨

一・に
は
、
「夫
随
機

定
寺
、

不
得
不
別
。
藏
通
爾
機
之
菩
薩
、
鷹
受
小
乗
律
儀
戒
。
別
圓
二

(1
)

機
之
菩
薩
、
鷹
受
大
乗
律
儀
戒
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
同
じ
く
開
示
分
部

(2
)

無
是
無
非
明
接
十
二
に
は
、
「法
膿
錐

一
味
、
随
機
有
淺
深
。
」
と
あ
り
、

更
に
、
開
顯
授
大
乗
戒
爲
大
曾
篇
第
五
に
は
、
「夫
随
機
授
戒
、
儀
式

(3
)

何

一
哉
。
」

と
も
あ
り
、

そ
の
他
種

々
の
撰
述
に
於

い
て
も
、
大
師
は
、

機
根
の
問
題
を
極
め
て
重
視
し
、
そ
の
不
同
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
言
及

し
て
い
る
。

、
特
に
興
味
の
あ
る
こ
と
は
、
小
乗
の
機
類
に
關

す

る
表
現
が
、
「小

乗
」
、
「
小
乗
人
」
、
「小
乗
機
」
、
「小
乗
類
」
、
「
三
乗
」
、
「
三
乗
之
人
」
、

「
三
乗
之
機
」
な
ど
と
、
あ
ま
り
そ
の
種
類
が
多
く
な
い
の
に
、
大
乗

の
機
類
に
關
す
る
表
現
は
、
「
大
類
」
、
「大

人
」
、
「大
乗
類
」
、
二

乗

人
」
、
「
一
乗
師
」
、
「
一
乗
學
生
」
、
二

乗
君
子
」
、
二

乗
之
機
」
、
「
一

乗
根
機
」
、
「
一
乗
直
道
根
機
」
、
二

乗
圓
機
」
、
二

佛
乗
機
」
、
「法
華

一
乗
機
」
、
「圓
機
」
、
「
純
圓
機
」
、
「佛

機
」
、
「
頓
機
」
、
「
頓
悟
機
」
、

「菩
薩
僧
」
、
「菩
薩
大
曾
」
、
「
大
乗
出
家
菩
薩

僧
」
、
「出
家
菩
薩
」
、

 
「
在
家
菩
薩
」
、
「
直
道
菩
薩
」
、
「
法
華
菩
薩
」
、
「
圓
敢
菩
薩
」
、
[菩
薩

國
寳
」
な
ど
、
そ
の
種
類
が
極
め
て
多
く
、
そ

の
表
現
の
適
切
な
用
法

に
よ
つ
て
、
大
師
の
機
類
に
關
す
る
見
解
が
、

充
分
に
窺
知
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

然
ら
ば
、
大
師
の
人
間
把
握
は
如
何
な
る
方
向
を
志
向
し
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
最
も
端
的
に
示
す
も
の
な
、
天
台
法
華
宗
年
分
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學
生
式
の
冒
頭
に
あ
る

「國
寳
何
物
。
寳
道
心
也
。
有
道
心
人
、
名
爲

國
寳
。
故
古
人
言
、
径
寸
十
枚
、
非
是
國
寳
、
照
干

一
隅
、
此
則
國

費
。
古
哲
又
云
、
能
言
不
能
行
、
國
之
師
也
、
能
行
不
能
言
、
國
之
用

也
、
能
行
能
言
、
國
之
寳
也
、
三
品
之
内
、
唯
不
能
言
不
能
行
、
爲
國

之
賊
。
乃
有
道
心
佛
子
、
西
稻
菩
薩
、
東
號
君
子
。
悪
事
向
己
、
好
事

(
4
)

與
他
、
忘
己
利
他
、
慈
悲
之
極
。
」
と
い
う
有
名
な
文

で
あ
ろ
う
。
こ

こ
で
、
大
師
は
、
人
間
の
類
型
を
四
つ
に
分
類
し
、
そ
の
中
の
好
ま
し

い
タ
イ
プ
と
し
て
、
國
寳
、
國
師
、
國
用

の
三
種
類
を
規
定
し
、
殊

に
、
利
他
行
の
實
践
を
強
調
し
、
ま
た
、
そ
の
具
髄
的
な
活
動
方
法
に

つ
い
て
も
、
種

々
の
適
確
な
指
示
を
與
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
印
ち
、

大
師
の
人
間
把
握
の
態
度
は
、
行
爲
的
、
實
践
的
な
そ
れ
を
志
向
し
て

い
る
の
で
あ
り
、
例
え
ば
、
こ
れ
を
戒
観
の
面
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
か

(
5
)

つ
て
論
考
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
が
、
戒
行
を
極
め
て
重
視
し
て
い
た

事
實
が
、
そ
れ
を
最
も
よ
ぐ
讃
明
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三

傳
教
大
師
の
機
類
観
の
特
質
に
關
す
る
考
察
に
際
し
て
、
第

一
に
留

意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
時
代
観
と
の
關
連
性
に
つ
い
て
で
あ
ろ
う
。

印
ち
、
大
師
の
眞
撰
と
し
て
疑
い
の
な
い
守
護
國
界
章
巻
上
之
下
に

は
、
「
當
今
人
機
皆
輻
攣
、
都
無
小
乗
機
。
正
像
稽
過
已
、
末
法
太
有

近
。
法
華

一
乗
機
、
今
正
是
其
時
。
何
以
得
知
。
安
樂
行
品
末
世
法
滅

(6
)

時
也
。
」
と
い
う
有
名
な
文
が
あ
り
、
そ
の
末
法
近
し
と
す
る
時
代
観

が
、
率
直
、
適
確
に
表
明
さ
れ
て
い
る
の
で
あ

る
。

然
ら
ば
、
大
師
の
斯
か
る
時
代
観
は
、
何

に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
き
た

つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
思
う
に
、
そ
れ
は
、
奈
良
時
代
末
期
か
ら
平
安

時
代
初
頭
に
か
け
て
の
佛
敏
界
、
政
界
な

ど

の
腐
敗
、
堕
落

の
實
相

が
、
大
師
の
鏡
敏
な
心
に
激
痛
を
與
え
た
こ
と
に
よ
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
即
ち
、
今
、
奈
良
時
代
に
見
ら
れ
た
悪
弊
は
暫
く
措
く
と
し
て

も
、
桓
武
天
皇
の
獲
せ
ら
れ
た
信
尼
戒
筋

の
取
締
り
の
令
は
、
延
暦
二

年
か
ら
同
二
十
四
年
に
至
る
間
の
圭
な
も
の
だ
け
で
も
、
主
十
有
鯨
種

(7
)

を
敷
え
得
る
と
い
い
、
こ
れ
に
よ
つ
て
窺
わ
れ
る
當
時
に
於
け
る
僧
尼

の
堕
落
の
様
相
が
、
前
述
の
守
護
國
界
章
及

び
そ
の
他

の
諸
撰
述
に
散

見
す
る
像
末
末
初
の
思
想
の
有
力
な

一
因
と
な
つ
た
の
で
は
な
か
ろ
う

か
。
即
ち
、
批
會
的
現
實
の
直
視
が
、
時
代
に
封
す
る
大
師

の
危
機
意

識
を
惹
起
し
、
そ
れ
が
圓
敏
興
隆
に
封
す
る
大
師
の
強
烈
な
使
命
感
を

喚
起
す
る
に
至
り
、
更
に
、
そ
の
機
類
観

へ
と
つ
な
が
つ
て
い
つ
た
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
二
に
、
大
師
の
國
家
観
、
肚
會
観
の
考

察
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の

と
思
わ
れ
る
。
そ
の
最
も
特
徴
的
な
事
實
は
、

大
師
の
眞
撰
に
見
受
け

ら
れ
る
用
語
か
ら
推
察
さ
れ
よ
う
。
例
え
ば
、

大
師
が
畢
生
の
努
力
を

傾
倒
し
て

一
乗
戒
を
顯
獲
、
弘
通
せ
ん
が
た
め
に
撰
述
し
た
顯
戒
論
に

は
、
「
傳
戒
護
國
」
、
「除
災
護
國
」
、
「除
難
護
國
」
な

ど
の
表
現
が
用

い
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
山
家
學
生
式
に
は
、

「守
護
國
家
」
、
「利

盆

圏
家
」
な
ど
の
表
現
も
あ
り
、
更

に
、
守
護

國
界
章
に
は
、
「守
護
國

傳
教
大
師

の
機

類
観
 
(
竹

田
)
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傳
敢
大
師
の
機
類
観
 
(
竹

田
)

 
二
四
〇

界
」
な
る
表
現
が
本
文
中
に
三
度
用
い
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
書
名
と
し

て
ま
で
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
師
は
、
極

め
て
強
烈
、
明
確
な
國
家
意
識
を
も
つ
て
い
た
も
の
と
推
考
さ
れ
る
。

勿
論
、

大
師
の
斯
か
る
國
家
観
を
窺
う
用
語
例
は
、
そ
の
他
の
諸
撰
述

に
も
し
ば
し
ば
散
見
す
る
の
で
あ
る
が
、
特
に
興
味
深
く
思
わ
れ
る
そ

の
國
家
意
識
の
内
容
に
關
し
て
は
、
守
護
國
界
章
巻
下
之
下
の

「
庶
而

今
而
後
、
國
無
諺
法
聲
、
萬
民
不
減
数
、
家
有
讃

経
頚
、
七
難
令
退

(
8
)

散
。
守
護
國
界
、
蓋
謂
其
斯
欺
。
」
と
い
う
有
名
な
文
に
よ
つ
て
察
知
さ

れ
よ
う
。
帥
ち
、
斯
か
る
具
髄
的
な
表
現
に
よ
つ
て
守
護
國
界
の
内
容

を
明
示
し
た
事
實
に
、
高
遠
な
法
華

一
乗
の
理
想

の
確
立
を
日
本
の
國

家
と
い
う
現
實
の
場
に
求
め
た
大
師
の
杜
會
的
事
實
認
識
の
態
度
が
、

明
確
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
大
師

の
こ
の
願
い
が
、
萬

民
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
鮎
に
、
今
、
特
に
注
目
し
た
い
。

次
に
、
大
師
の
國
家
観
に
關
し
て
、
特
に
強
ぐ
注
意
す

べ
き
こ
と
は
、

そ
の
諸
撰
述
に
、
「
大
日
本
國
」
、
「
大
日
本
」
と

い
う
表
現
が
極
め
て

し
ば
し
ば
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
帥
ち
、

こ
れ
は
、

從
來
、

理
解
さ
れ
き
た
つ
た
よ
う

に
、
「大
唐
」
と
い
う
表
現
と
の
封

比
に
於

い
て
、
た
だ
輩
に
我
が
國
に
封
す
る
誇
り
を
も
つ
て
用
い
ら
れ

た
だ
け

の
こ
と
な
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
の
意
味
が
考
え
ら
れ
な
い
も

の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
そ
の
用
例
を
二
、
三
顯
戒
論
に
求
め

て
み
よ
う
。
例
え
ば
、
巻
上
の
開
示
利
他
之
故
受

小
律
儀
明
櫨

八
に

は
、
「
明
知
。
我
大
日
本
國
傳
戒
大
和
上
、
先
受
大
乗
戒
、
後
受

小
乗

(9
)

戒
。
利
小
根
故
、
更
受
小
戒
。
量
不
利
他
哉
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
巻

中
の
開
示
大
唐
護
國
念
諦
護
國
轄
経
明
櫨
三
十
五
に
は
、
「咀
知
。
念
諦

及
輻
讃
、
衛
國
之
良
將
也
。
誠
願
、
大
日
本
國
天
台
爾
業
授
菩
薩
戒
、

以
爲
國
寳
。
…
…
然
則
、

一
乗
佛
戒
、
歳
歳
不
絶
、
圓
宗
學
生
、
年

(
10
)

年
相
績
、

菩
薩
百
僧
、
不
闘
山
林
、
持
戒
八
徳
、
所
雨
易
得

也
。
」
と

あ
り
、
更
に
、巻
下
の
開
示
自
他
卒
等
同
入
法
性
明
櫨
五
十

八
に
は
、

「
大
日
本
國
未
圓
教
。

一
乗
根
性
蓋
濟
度
。
桓
武
皇
帝
哀
懇
彼
、
一
圓
法

(
11
)

雨
降
延
暦
、
圓
教
法
泉
開
心
地
、
圓
機
衆

生
得

見
水
。
」
と
あ
り
、
こ

れ
ら
は
、
す

べ
て
、
大
師

の
戒
観
、
、機
類
観
の
本
質
に
極
め
て
重
要
な

關
連
性
を
有
す
る
も
の
と
推
考
さ
れ
る
内
容
に
言
及
し
で
い
る
部
分
で

あ
り
、
こ
こ
で
、
思
う
に
、
「大
」
の

一
字
は
、
我
が
日
本
國
に
か
つ
て

小
乗
の
諸
宗
が
傳
來
は
し
た
も
の
の
、
遂
に
そ
れ
ら
が
成
長
、
濁
立
は

し
な
か
つ
た
、
と
い
う
歴
史
的
現
實
に
立
脚
し
た
大
師
の
國
家
観
、
邸

ち
、
我
が
國
を
大
乗
の
國
、
大
機
の
國
と
し
て
把
握
し
た
こ
と
を
示
す
も

の
と
も
推
考
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

第
三
に
、
そ
の
機
類
観
と
の
關
連
に
於
い
て
、
大
師
の
教
學
観
に
検

討
を
加
え
て
み
よ
う
。

そ
の
時
代
観
の
考
察
に
際
し
て
引
用
し
た
守
護

國
界
章
巻
上
之
下
の
文
も
そ
う
で
あ
る
が
、
ま
た
、
同
じ
く
巻
上
之
上

の

「
夫
於

一
佛
乗
者
、
根
本
法
華
教
。
分
別
説
三
者
、
隠
密
法
華
敏
。

唯

一
佛
乗
者
、
顯
説
法
華
敏
。

妙
法
華
之
外
、
更
無

一
句
経
、
唯

一
乗
之

外
、
更
無
鯨
乗
等
。
随
機
有
千
名
。
随
根
有
淺
深
。
諸
有
智
者
、
善
思

念
之
。

一
代
経
敏
、
莫
執
優
劣
。
但
已
開
未
開
、
佛
読
淺
深
、
今
爲
洗
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(12
)

偏
執
、
格
量
功
徳
也
。」
と
い
う
文
、
同
じ
く
巻
上
之
中
の

「
我
大
牟
尼

尊
、
未
顯
眞
實
。
守
明
珠
於
髪
中
、
待
圓
機
塔
裏
。
…
…
我
大
牟
尼
尊
、

(
13
)

時
機
皆
成
熟
、
先
説
無
量
義
、
次
説
妙
法
華
、
後
読
大
浬
藥
。」
と
い
う

文
、
更
に
、
法
華
秀
句
巻
上
本
の

「
夫

一
乗
本
法
者
、
待
時
待
機
。
機

熟
時
至
、
佛
乃
読
此
。
佛
待
頓
機
熟
、
説

一
乗
頓
教
。
當
知
。
聲
聞
弟

子
、
頓
…機
今
熟
、
読
法
華
経
。
…
…
夫
頓
悟
…機
熟
、
説
頓
時
至
、
爾
時

(
14
)

諸
佛
、
鷹
機
説
頓
。
當
知
。
法
華
経
、
機
頓
教
頓
、
是
實
是
圓
也
。」
と

い
う
文
、
同
じ
く
、
「當
知
。
本
法
法
華
経
、
待
三
乗
之
人
、
一
乗
之
機

熟
、
乃
読

一
乗
教
。
何
以
究
寛
乗
、
顛
爲
権
教
也
。
寧
迷
機
鷹
、
以
不

(
15
)

爲
灌
哉
。
」
と
い
う
文
、
更
に
、
顯
戒
論
巻
中
の
開
示
終
利
小
機
謬
明

族
三
十
九
の

「
小
機
時
熟
、
爲
説
小
乗
、
若
大
機
熟
、
爲
読
大
敏
。
未

聞
爲
小
機
三
周
読

一
乗
。
恐
章
疏
謬
也
。
法
華
三
周
、
説
圓

一
乗
、
終

利
大
機
、
皆
與
佛
記
。
所
以
四
十
鯨
年
不
得
顯
説
者
、
皆
由
大
機
未

(16
)

純
熟
故
。
」
と
い
う
文
な
ど
か
ら
も
窺
わ
れ

る
よ
う

に
、
大
師
は
、
常

に
、
機
根

の
把
握
を
敢
法
と
の
具
ハ髄
的
な
相
關
關
係
に
於

い
て
行

つ
て

い
る
の
で
あ
り
、
法
華
経
の
眞
理
の
開
顯
さ
れ
る
説
時
を
機
根
の
熟
す

る
時
と
し
て
把
握
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
斯
く
て
、
法
華
経
の

封
象
は
、

一
佛
乗
の
機
類
と
し
て
把
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
四
に
、

一
乗
戒
は
、
大
師
の
機
類
観
と
如
何
な
る
關
連
性
を
有
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
亦
、
大
師
の
眞
撰
に
よ
つ
て
、
そ
の
検
討
を

試
み
よ
う
。
即
ち
、
天
台
法
華
宗
年
分
度
者
同
小
向
大
式

に
は
、
「國

寳
國
利
、
非
菩
薩
誰
。
佛
道
構
菩
薩
、
俗
道
號
君
子
。
其
戒
廣
大
、
眞

(
17
)

俗

一
貫
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
顯
戒
論
巻
中
の
開
示
通
受
別
持
明
櫨
二
十

四
に
は
、
「出
家
在
家
、
錐
通
受
戒
、
而
僧
不
僧
有
別
。
亦
具
分
不
同
。

…
…
明
知
。
奴
碑
已
上
、
能
受
戒
者
、
若
依
菩
薩
戒
、
出
家
修
道
、
皆

(
18
)

名
爲
僧
。
」
と
あ

り
、
同

じ
く
開
示
大
機
凡
聖
随
分
修
學
千
佛
大
戒
明

櫨
三
十
二
に
は
、
「梵
網
佛
戒
、
凡
聖
通
受
。

何
推
上
位
、
不
許
下
凡
。

(
19
)

若
不
許
凡
夫
、
深
違
経
旨
。
誰
有
智
者
、
不
悲
痛
哉
。
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
も
明
瞭
に
看
取
し
得
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
師

は
、

一
乗
戒
の
特
質
を

眞
俗

一
貫
、
凡
聖
通
受
と
い
う
観
鮎
か
ら
把
握

し
て
い
る
の
で
あ
り
、

更
に
、
具
分
不
同
を
認
め
て
い
る
黙
に
、
極
め

て
自
由
な
、

し
か
も
、

極
め
て
適
確
な
現
實
認
識
に
立
脚
し
て
い
る
そ
の
思
想
が
窺
わ
れ
る
の

で
あ
る
。

斯
く
て
、
大
師
が
、
圓
敏
、
圓
戒
と
の
關
連
性
に
於
い
て
把
握
し
た

人
間
は
、
ま
さ
に
圓
機
で
あ
つ
た
と
推
考
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
斯
く
て

こ
そ
、
前
述
の
守
護
國
界
章
巻
上
之
下
の

「當
今
人
機
皆
韓
攣
、
,都
無

小
乗
機
。
正
像
稽
過
已
、
末
法
太
有
近
。
法
華

一
乗
機
、
今
正
是
其
時
。

(20
)

何
以
得
知
。
安
樂
行
品
末
世
法
滅
時
也
。」
の
文
や
、
依
愚
天
台
宗
序

(
21
)

の

「
我
日
本
天
下
、
圓
機
已
熟
、
圓
教
逐
興
。
」

の
文
に
基
づ
く

い
わ
ゆ

る
圓
機
淳
熟
読
が
、
正
確
に
理
解
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、

こ
こ
で
、注
意
す

べ
き
こ
と
は
、
一
見
こ
れ
ら

の
思
想
と
全
く
封
立
す
る

か
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
次
の
よ
う
な
表
現
で
あ
ろ
う
。
帥
ち
、
天
台
法

華
宗
年
分
學
生
式
に
は
、
「
今
我
東
州
、

但
有

小
像
、
未
有
大
類
。
大
道

(
22
)

未
弘
。
大
人
難
興
。
」
と
あ
り
、
ま
た
、
天
台
法
華
宗
年
分
度
者
同
小
向

傳
敢
大
師

の
機
類
観
 
(
竹

田
)

 

二
四

一

-684-



傳
敏
大
師

の
機

類

親
 
(
竹

田
)

 
二
四
二

大
式
に
は
、
出
家
、
在
家

の
二
種
の
菩
薩
に
言
及
し
た
部
分
に
、
「
今
此

(
23
)

菩
薩
類
、
此
間
未
顯
傳
。
」
と
あ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
如
何
に
解
せ

ら
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
大
師

の
眞
撰

に
あ

つ
て
は
、
極
め
て
異
例
な
こ
と
に
屡
す
る
と
い
う

こ
と
、

こ
の
二

つ
の
式
が
朝
廷
に
奉
ら
れ
た
期
日
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
弘
仁
九
年

五
月
十

三
日
及
び
同
十
年
三
月
十
五
日
で
あ
り
、
大
-師
が
、
圓
敢
興
隆

の
使
命
感
に
燃
え
て
圓
戒
流
布
の
運
動
に
挺
身
し
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、

そ
の
前
途
に
必
ず
し
も
樂
観
を
い
だ
け
な
か
つ
た
頃
で
あ
つ
た

こ
と
か
ら
考
え
て
、

こ
の
山
家
學
生
式
に
見
ら
れ
る
思
想
は
、
卒
安
時

代
初
頭

に
於
け
る
大
師

の
肚
會
的
現
實
直
視
の
結
果
に
基
づ
く
危
機
意

識
の
表
明
で
あ
り
、
守
護
國
界
章
及
び
依
愚
天
台
宗
に
見
ら
れ
る
圓
機

淳
熟
読
は
、
日
本
に
か
つ
て
小
乗

の
諸
宗
が
成
長
、
濁
立
し
な
か
つ
た

と
い
う
歴
史
的
現
實
把
握
に
立
脚
し
た
大
師
の
願
い
の
表
明
な

の
で
は

な
か
ろ
う
か
。四

傳
敏
大
師
の
把
握
し
た
圓
機
の
内
容
的
な
特
質
に
つ
い
て
、
更
に
、

考
察
を
加
え
た
い
。
そ
の
最
も
本
質
的
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
貼
は
、
圓

機
の
把
握
に
際
し
て
、
凡
聖
、
利
鈍
、
眞
俗
の
別
が
問
題
と
さ
れ
な
か

つ
た
こ
ど
で
あ
ろ
う
。
こ
の
貼
に
關
し
て
は
、
す

で
に
、
若
干
言
及
し

た
の
で
あ
る
が
、
な
お
、
大
師
の
員
撰
に
よ
つ
て
、
そ
れ
を
明
示
し
た

い
。
例
え
ば
、
前
述
の

「大
機
凡
聖
」
と
い
う
用
語
な
ど
は
、
そ
れ
を

最
も
端
的
に
示
す
表
現

で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ

こ
に
於
-い
て
は
、
勿
論
、

凡
聖
共
に
等
し
く
大
機
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

法
華
秀
句
巻
下
に
は
、
「
天
台
法
華
宗
、
具
有
即
入
義
。

四
衆
八
部

一
切

衆
生
、
圓
機
凡
夫
、
獲
心
修
行
、
即
入
正
位
、
得
見
普
賢
。

不
推
八
地
。

(
24
)

許
凡
夫
故
。
」
と
あ
り
、
凡
夫
が
圓
機
と
し
て
把
握
さ
れ

て
い
る
と
と

墜が
、
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
。
更
に
、
顯
戒
論
巻
下
の
開
示
佳
山
修
學
期

十
二
年
明
櫨
四
十
六
に
は
、
「
明
知
。
最
下
鈍
者
、
経
十
二
年
、
必
得

一

験
。
常
縛
常
講
、

期
二
六
歳
、
念
諦
護
摩
、

限
十
二
年
。
然
則
、
佛
法

(
25
)

有
璽
験
、
國
家
得
安
寧
也
。
」
と
い
う
蘇
悉
地
掲
羅
経
に
基

づ
く
獲
言

が
あ
り
、
行
爲
的
實
践

の
奪
重
と
共
に
、
下
鈍
の
者
に
封
す
る
全
面
的

な
包
容
、
肯
定
の
態
度
が
、
明
確
に
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、

前
述
の
よ
う
に
、
大
師

の
鏡
敏
な
心
に
極
め

て
強
い
激
痛
を
も
た
ら
し

た
と
思
わ
れ
る
卒
安
時
代
初
頭
の
腐
敗
、
堕
落
し
た
僧
尼
で
さ
え
も
、

法
華

一
乗

の
機
と
し
て
把
握
さ
れ
、
圓
機
と
し
て
把
握
さ
れ
て
い
た
と

推
考
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
こ
に
、
大
師
の
機

類
観
の
特
質
が
、
如
實

に
感
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
後
世
に
於
い
て
特
に
重
大
な
思

想
的
問
題
と
さ
れ
る
に
至
つ
た
悪
人
正
機
読

な
ど
も
、
大
師
の
機
類
観

の
理
解
に
立
脚
し
て
、
新
た
な
視
貼
か
ら
の
槍
討
を
加
え
る
べ
き
必
要

性
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

五

傳
敏
大
師
の
機
類
槻
の
特
質
が
、
我
が
旧
本

の
國
民
を
圓
機
と
し
て

-685-



大
師
が
把
握
し
た
黙
に
存
す
る
こ
と
は
、
す
で
に
、
論
述
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
斯
く
て
、
今
、
特
に
強
く
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
の
機
類

観
が
、
常
に
、
像
末
末
初
の
危
機
意
識
に
立
脚
す
る
時
代
観
と
、
法
華

一
乗
の
敏
學
に
よ
つ
て
そ
れ
が
守
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

國
家
観
と
に
、
相
即
不
離
の
關
連
性
を
も
ち
、
大
師
の
把
握
し
た
圓
機

が
、
ま
た
、
常
に
、
圓
教
、
圓
戒
と
の
相
關
關
係
に
於
い
て
見
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
實
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
大
師
の
人
間
把
握

は
、
常

に
、
現
實
的
、
具
盤
的
な
時
代
と
國
家
と
の
内
に
あ
つ
て
な
さ

れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
更
に
、
ま
た
、
圓
機
の
内
容
に
關

す
る
特
徴
的
な
事
實
は
、
そ
れ
が
、
行
爲
的
、
實
践
的
な
も
の
と
し
て

把
握
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
利
他
行
に
働
む

實
践
的
入
間
、
帥
ち
、
圓
機
た
る
た
め
に
は
、
凡
聖
、
利
鈍
、
眞
俗
の

別
が
、

全
く
問
題
と
迷
れ
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
、
傳
教
大
師

の
機
類
観
の
特
質
が
存
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

斯
く

て
、
從
來
、
と
も
す
れ
ば
、
観
念
的
、
抽
象
的
に
の
み
論
ぜ
ら

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
大
師
の
機
類
観
に
、
現
實
的
、
具
ハ髄
的
な
人
間

把
握
と
い
う
態
度
に
着
目
す
る
新
た
な
観
黙
か
ら
の
考
察
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
特
質
が
、
よ
り

一
暦
明
確
に
把
握
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

1
 
傳
敏
大
師
全
集

一
、

四
六
頁

2
 
同
 

右
、

七
八
頁

3
 
同

 

右
、

一
一
三
頁

4
 
傳

教
大
師
全
集

一
、

五
頁

5
 
拙
稿

「
傳
教
大
師

の
戒
観
」
(印

度
學
佛
教
學
研
究
第
十
二
巻
第

二
號
、

二
三

一
頁
-

二
三
五
頁
)

6
 

傳
教
大
師
全
集

一
、
三
八
七
頁

7
 

辻
善
之
助
博

士

「
日
本
佛
教
史
」

一
、

二
三
六
頁

8
 

傳
教
大
師
全
集

一
、

七

一
八
頁

9
 

同
 

右
、

六
八
頁

10

同

 

右
、

一
二

一
頁

1
1 
同
 

右
、

一
八
七
頁

12
 

同

 

右
、
二
〇
九
頁

13
 

同
 

右
、
二
六
七
頁
-

二
六
八
頁

14
 
傳
教
大
師
全
集
二
、

一
七
頁
-

一
八
頁

15
 
同
 

右
、

三
六
頁

16
 
傳
教
大
師
全
集

一
、

一
二
八
頁

17
 
同

 

右
、

一
三
頁

18
 

同

 

右
、

一
〇

二
頁

19
 

同

 

右
、

一
一
四
頁

20
 
同
 

右
、

三
八
七
頁

21
 

傳
教
大
師
全
集

二
、

五
八
三
頁

22
 
傳
教
大
師

全
集

一
、

五
頁

23
 

同

 

右
、

一
三
頁

24
 
傳
敏
大
師
全
集

二
、
二
六
七
頁

25
 
傳
教
大
師
全
集

一
、

一
四
四
頁

傳
教
大
師

の
機
類
観
 
(
竹

田
)

 

二
四
三

-686-


